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利用・用途・応用分野

細胞培養キット、培養方法

目的・課題 解決ポイント

工業的有用物質を生産するには細胞
を浮遊させて培養する方が有利なため
足場依存性細胞を基材に接着せずに
培養する三次元培養の研究が進んで
いるが、培養で形成される凝集体はサ
イズが不均一で中心部の細胞が壊死
する場合もあり、足場に接着していな
いため分化誘導ステップに移行させて
も安定した結果を得ることが難しい。

アルギン酸カルシウム被膜が成膜さ
れた基板を用いてマウス筋芽細胞Ｃ
２Ｃ１２株(以下「Ｃ２Ｃ１２株」)を浮遊
培養し、培養細胞回収用に用いてき
たエチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）を、
浮遊培養している培養液に添加して
放置したところ、浮遊細胞が所定の
時間経過後に基板に接着して増殖を
始めたことを見いだした。
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【膜厚１．５μｍのアルギン酸カルシウム被膜を成膜したガラス基板をＥＤＴＡ水溶液に
浸漬してアルギン酸カルシウム被膜の一部を除去したガラス基板の写真】

キレート剤を添加するという簡単な操作で、同一培養容器内で浮遊培養細胞を任意の
タイミングで接着培養細胞へと変化できるため、接着する瞬間の応答や足場に接着す
るメカニズムや細胞の接着が細胞機能発現に及ぼす影響などを解明することが可能
となる。




